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A Preliminary Study of the Tokyo Olympics in 













































いる  6） 。このような文化イベントは、自分たち以
外の国の文化や民族に対する理解を深める契機と
もなるからだ。加えて近代オリンピックでは当初






授与していた  7） 。しかし、芸術に関して採点で競
い合うのは適切ではないとして、52年ヘルシンキ・
オリンピックからは芸術「展示」（Art Exhibition）

















































































































































































































































entre la tradition et l’avenir）』にまとめた。また、









































































イの所有地に建つ。リド  14） さながらのブルーベル
ガール  15） たちが舞台で足を上げている。先日、鑑
賞した能や歌舞伎のシーンが思い出される。」こ












































































































































































































 1 ） http://www.asahi.com/special/tokyo1964/ 
 2 ） http://www.yomiuri.co.jp/special/olympic/ 
 3 ） https://www.nhk.or.jp/tokyo2020/experience/legacy/ 
 4 ） h t tps : / /www.ad-c .or. jp /campaign/search/ index .
php?id=717&sort=businessyear_default&businessyear=201
6&campaignclass%5B%5D=10 
 5 ） 笑顔で負けるな、とされた「あの頃の日本人」の代表
格が「わかっちゃいるけどやめられない」の節回しで大
ヒットした「スーダラ節」や「無責任男」のキャッチフ
レーズで知られた植木等（1926 ― 2007）。 














9 ） 「演劇界」第22巻第12号P. 81
10） 前掲書、P. 74
 11） http: / /www.shgshmz.gn.to/shgmax/publ ic_html/
coubertin/prochains_jeux.html 
 1936年発行ラ・レビュ・スポルティブ・イリュストレ（La 
























de Jacques Jaquet Francillon閲覧）
 17） 競泳女子100m背泳ぎフランス代表のクリスティー
ヌ・キャロン（Christine Caron 1948―）は“キキ”の愛
称で知られる当時16歳の美貌のスイマーで大会前から
世界を魅了し、活躍が期待されていた（画像6の左側の
選手）。ところが、決勝は水泳王国アメリカの新星で、
同じ16歳のキャシー・ファーガソン（Cathy Fergason 
1948―）が余裕のゴールで金メダルを獲得した。あどけ
ないファーガソンが表彰台上で泣き崩れそうになると、
銀メダルに終わったキャロンがその腕を優しく支えたこ
とからグッド・ルーザー（Good Loser負けっぷりのい
い人）というニックネームがついた。 
18） 『産経新聞』、2014年7月9日「『文化』の五輪東京か
らTOKYOへ（4）英国のレガシー蜷川『次はアジアに
学ぶとき』」
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